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　今年から伝統ある「皮膚科の臨床」の編集委員の末席に加えていただきました。長年編集
委員を務められた大塚藤男先生の後任とのことで，身の引き締まる思いでおります。編集委
員の諸先輩方の足を引っ張らないよう，精一杯努力する所存ですので，どうぞ宜しくお願い
致します。私が皮膚科に入局して間のない頃，「皮膚科の臨床」に投稿したことを懐かしく
思い出します。編集委員の先生方の貴重なご指摘に従って，原稿を修正して再投稿しており
ました。今度は自分が逆の立場にいることに，感慨深いものがあります。
　3月というと大学入試シーズンの真っ只中です。医学部入試に関しては昨年いろいろな問
題が取り上げられましたが，各大学が知恵を絞って入試に取り組んでいます。入学願書も印
刷物としては配布せず，インターネットでダウンロードして提出させる大学が増えているよ
うです。合格発表も各大学のホームページ上で確かめられますし，UCAROといった共通の
サイトを利用して確認する大学もあります。私が受験した頃とは隔世の感があります。前期
試験と後期試験の併願を含めて，複数通りの出願方法を併用できる大学もあります。私学の
医学部でもセンター試験を併用できる大学が増えています。多様な入試方法を取り入れてい
るのは，多様で優秀な学生を確保したい気持ちの表れと思います。受験生の面接を 1人当た
り約 1時間かけて行う大学もあるようです。入学後も真面目に勉強を続ける学生を獲得する
ため，各大学は必死になっているのだと思います。
　アドミッション・ポリシーを定めている大学も多いと思います。私が所属する大学のアド
ミッション・ポリシーのなかに，「医学を学ぶ目的意識が明確で，……」という文言があり
ます。多くの学生はクラブ活動なども謳歌しつつ，医学を学ぶ目的意識を明確に持ち続けて
くれますが，一部にこの目的意識が希薄になっているのではと懸念される学生もいます。こ
のことが，医師国家試験の成績（合格率）にも影響してきます。最近は国家試験が資格試験
というより選抜試験のようになってきており，これはこれで問題だと思いますが，大学とし
ては国家試験の成績も無視するわけにはいきません。入学時のモチベーションを維持して，
留年や浪人をせずに国家試験に合格する学生を確保することが，入学試験に課せられた重要
な課題のひとつなのかもしれません。
 （佐伯秀久）

編集後記 2019 年 3月

2026/09/15 03:47:26


